
人口と世帯（4/1現在）
総人口　13,734人（－33）
男　　 6,450人（－23）
女　　 7,284人（－10）

世　帯 6,198戸（－ 1）

（ ）内は前月比
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機機機機構構構構改改改改編編編編・・・・職職職職員員員員異異異異動動動動ののののおおおお知知知知ららららせせせせ
平成２６年度の新規採用は５名。２５年度（３月３１日付）の退職者は４名です。
また、機構改革は「チーム佐川推進課」を新設し、「チーム佐川推進課」に「企画おもてなし係」を置きま

す。町民課の「環境衛生係」を「生活環境係」に変更します。産業建設課の「商工観光係」、「農林係」及び
「土木住宅係」を廃止し、「農林商工係」及び「技術監理係」を新設します。
詳細は、広報と同時に配布します職員配置図をご覧ください。

【退職者】３月３１日付　　　　　　　　　　　　　
岡林　護　（総務課長）
岩本　敏彦（教育委員会事務局教育次長兼

青山文庫館長事務取扱兼学校給食
共同調理場所長事務取扱）

安岡　孝　（桜座館長）
楠瀬　容子（学校給食共同調理場調理員）

【新規採用】
小川　舞　　（町民課）
肥本　奈央　（チーム佐川推進課）
片岡　明子　（健康福祉課）
小村　慶太　（国土調査課）
山本　ひかる（学校給食共同調理場）

「佐川愛」を胸にチーム佐川
の一員として、地域福祉の
向上に尽力して参ります！

健康福祉課　片岡明子

一つひとつの出会いを大切に、
チーム佐川のメンバーとして佐
川町をより良い町にしていきた
いです。初心を忘れず誠心誠意、
努めて参ります。

チーム佐川推進課

肥本奈央

真心のこもった給食、思い
出に残る給食を提供し、佐
川町を担う子どもたちの成
長に貢献したいと思います。

学校給食共同調理場

山本　ひかる

皆が笑える町になるように、
日々努力します。

国土調査課　小村慶太

地域の方との交流を大切に
し、職務に責任を持って
日々取り組んでいきたいで
す。

町民課　小川　舞
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この４月に県から交流職員として産業建設課に赴任しました中島で
す。主な仕事は道路等公共施設の新設や維持管理等を業務します。た
だ、佐川町内の業務が初めてなことから、地名等まだまだ不勉強なと
ころもありますが、今までの経験を生かし、安全で人にやさしい町、
文教の町にふさわしいまちづくりを目指します。

産業建設課　中島　和行県
と
の
人
事
交
流

■
御
礼
■

さ
く
ら
バ
ザ
ー

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

恒
例
の
さ
く
ら
バ
ザ
ー
が
、

今
年
も
６０
名
を
超
え
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
方
々
の
ご
協
力
を

得
ま
し
て
開
か
れ
、
無
事
盛

大
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

当
日
は
お
天
気
に
も
恵
ま

れ
、
匿
名
の
方
も
含
め
約
８０

名
の
方
々
か
ら
の
ご
協
力
で
、

展
示
さ
れ
た
バ
ザ
ー
の
品
約

６
０
０
点
が
よ
く
売
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
ち
ら
し
う
ど
ん
、

お
好
み
焼
き
等
の
食
べ
物
も

好
評
で
賑
や
か
に
楽
し
ん
で

頂
き
、
関
係
者
も
大
喜
び
で

終
了
し
ま
し
た
。

浄
財
は
、１６
万
７，
９
７
３
円

で
し
た
。
利
用
者
の
方
々
の
処

遇
向
上
の
た
め
、本
部
会
計
に

入
金
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

皆
様
方
の
変
わ
ら
ぬ
ご
厚

情
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
、
と
り
い
そ
ぎ
お
礼
と
ご

報
告
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。平

成
26
年
４
月
吉
日

社
会
福
祉
法
人

さ
く
ら
福
祉
事
業
会
一
同

佐
川
町
で
は
、
第
４
次
総
合
計

画
「
ほ
ど
よ
い
ま
ち
へ
」
に
基
づ

き
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
「
ひ
ろ
が

れ
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
補
助
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
地
域
の
住
民
が
独
自
で
企

画
・
立
案
し
、
主
体
的
に
実
施
す

る
も
の
や
町
と
連
携
し
て
行
う
協

働
事
業
に
対
し
補
助
を
行
う
も
の

で
す
。

平
成
２５
年
度
は
、「
防
災
夏
祭

り
」
や
「
こ
ど
も
エ
コ
活
動
事
業
」

な
ど
、
８
地
域
で
特
色
あ
る
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

◆
対
象
と
な
る
団
体

佐
川
町
在
住
の
住
民
で
組
織
す

る
１０
人
以
上
の
団
体
。
自
治
会
や

複
数
自
治
会
の
連
合
組
織
で
も

可
。

◆
補
助
額

◇
補
助
対
象
経
費
の
９
／
１０

（
９０
％
）
以
内
で
、
限
度
額
は

１０
万
円
。

◇
町
と
の
共
同
事
業
と
町
長
が
認

め
る
事
業
は
９
／
１０
（
９０
％
）

以
内
で
、
限
度
額
は
30
万
円
。

※
い
ず
れ
も
２
年
目
は
７
／
１０
以

内
、
３
年
目
以
降
は
５
／
１０
以

内
と
補
助
率
が
変
動
し
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
補
助
事
業

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
住
民
が

独
自
で
企
画
・
立
案
し
、
主
体
的

に
実
施
す
る
も
の
や
、
町
と
連
携

し
て
行
う
協
働
事
業
。
特
に
新
し

い
取
り
組
み
や
、
地
域
づ
く
り
の

た
め
の
新
た
な
組
織
の
立
ち
上
げ

な
ど
は
優
先
的
に
補
助
し
ま
す
。

◆
補
助
対
象
と
な
る
経
費

先
に
あ
げ
る
事
業
を
実
施
す
る

た
め
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
、
消

耗
品
費
、
燃
料
費
、
原
材
料
費
等
。

た
だ
し
、
団
体
構
成
員
に
対
す
る

賃
金
や
謝
礼
、飲
食
を
伴
う
経
費
、

団
体
運
営
に
係
る
恒
常
的
な
経
費

は
補
助
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

◆
申
請
方
法
な
ど

左
記
へ
補
助
金
交
付
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ひひひひ
ろろろろ
がががが
れれれれ
協協協協
働働働働
のののの
まままま
ちちちち
づづづづ
くくくく
りりりり
補補補補
助助助助
事事事事
業業業業

◆
申
請
・
問
い
合
わ
せ

チ
ー
ム
佐
川
推
進
課

企
画
お
も
て
な
し
係

電
話
　
２
２
―
７
７
４
０
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かわせみ

健康行事予定 ５・６月
●乳幼児健診　
○日程　

・１歳６か月児健診

５月１４日（水）受付 ８：４５～９：１５

・３歳児健診　　　　

５月２８日（水）受付 ８：４５～９：１５

・乳児健診　　　　　　

６月２５日（水）

受付　 前期　９:３０～１０:００

後期　８:４５～９:１５

○場所　健康福祉センターかわせみ内

すくすくひろば

○備考　対象者には個別に通知します。

●子育て相談
○日時　５月１６日（金）１０:００～１１:００

○場所　健康福祉センターかわせみ内

すくすくひろば

●いきいき・かみかみ百歳体操
○日時　毎週月曜日　１４：００～

（祝日の場合は、翌日に振替開催）

場所　健康福祉センターかわせみ

○日時　毎週水曜日　８：３０～

（祝日の場合はお休み）

場所　ＪＡコスモスはちきんの店前

○日時　毎週水曜日　１５：１５～

（祝日の場合はお休み）

場所　ＪＡコスモス斗賀野支所婦人の家２階

●献血
○日時　６月１４日（土）

１０:００～１２:００

１３:００～１５:３０

○場所　マルナカ佐川店

●セット健(検)診
※６月１２日（木）・１３日（金）・

１５日（日）・１６日（月）・１７日（火）

受診される方は、５月１５日（木）までにお

申し込みください。

（子育て支援センター長　　鳥居　淑子）
私の子どもたちが幼かった頃、都内のアパートか

ら近県の新興住宅地の一軒家を購入し引っ越しをし
ました。その住宅地には年齢の近い子どもたちがい
て、とてもにぎやかな生活がはじまりました。子ど
もたちはすぐ仲良くなり、家の周辺はのどかな田園
風景で、農閑期には走り回って遊んでいました。母
親たちは、毎日どこかの家に集まって井戸端会議を
楽しんでいました。時には昼食も一緒に食べたり、
買い物に出かける時は誰かが子どもたちを見てくれ
たり、急な来客で食事の用意が間に合わないと「何
かない？」と助けを求められたり、求めたり。家を
留守にした時に急に雨が降ってきても、お隣のおば
さんが取り込んでおいてくれたりもしたものです。
そんな暮らしが楽しく、近所付き合いが苦にもなら
ずに当たり前に過ごしていました。
子どもたちも、異年齢集団の中でのびのびと遊ん

でいました。もちろん、良いことばかりではありま
せんが…。子どもにあまり与えたくないお菓子をも
らって食べていたり、あまりお付き合いの無い家の
子の家に上がりこんでしまったり、などなど。
現在の若い母親の間では、近所付き合いは苦手、

したくないという人も多いようです。「弧育て」の
家庭が増えてきて、子どもに与える影響も少なから
ずあるように思います。同年齢のママ友とは遊ぶの
ですが…。そのような社会状況の中で登場したのが、
子育て支援事業です。１９９４年に児童福祉法第６
条の規定に基づき、幼稚園、保育園に通っていない
家庭にいる０歳児からおおむね３歳未満児の親子を
支援していこうと始まりました。今から２０年前の
ことです。
センターに集まる親子が親しくなり、昔の隣り近

所のお付き合いのような場ができることを期待し
て、センター職員が援助をしています。また、子育
てに関する相談にも応じ、役場の保健師・歯科衛生
士・栄養士等の専門家による相談もあります。日常
的には絵本を読んだりリズム遊びをしたりして、親
子で遊ぶ楽しいひとときを過ごして頂くのを目的と
しています。

隣隣隣隣りりりり近近近近所所所所にににに助助助助けけけけらららられれれれてててて

その14
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かわせみ

地地地地域域域域子子子子育育育育てててて支支支支援援援援セセセセンンンンタタタターーーー ～～～～ななななかかかかよよよよししししひひひひろろろろばばばばののののごごごご案案案案内内内内～～～～

“なかよしひろば”は平成２６年４月から、
健康福祉課の事業として改めてスタートしま
した。

おもちゃで遊んだり、保護者同士で交流し
たり、自由にお過ごしいただけます。季節感
たっぷりのイベントや、飾り・おもちゃ作り
もありますよ！絵本の貸し出しもしていま
す。子育て支援センターの保育士がいますの
で、子育て相談もお気軽にどうぞ。里帰り中
の方、妊婦さんも大歓迎です！！

健康福祉センターかわせみ内
すくすくひろば

月・火・金　　９:００～１２:００　
１３:３０～１５:３０

なかよしひろばは健康福祉センターかわせ
みのみで開催しています。

《５月のイベント》

９日(金) 親子で絵本

１２日(月) 親子リズムサークル　いちご

１３日(火) 絵本の読み聞かせ

田村裕子町立図書館長

１６日(金) 子育て相談の日

※保健師・管理栄養士・歯科衛生士・

保育士による子育て相談です。

※身長や体重の計測もできます。

２３日(金) 「エミール」ミニ講話

２６日(月) 親子リズムサークル　いちご

２７日(火) 遠足・斗賀野ぽっぽ苑で遊ぼう

（現地集合・解散・雨天はかわせみ）

佐
川
の
地
域
検
定
を

一
緒
に
作
り
ま
せ
ん
か
？

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高
知
県
生
涯
学
習

支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
高
知
家
地
域
検
定
」

の
佐
川
町
版
を
作
成
す
る
学
習
会

を
下
記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

こ
の
「
高
知
家
地
域
検
定
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
県
内
各
地
の
文

化
・
偉
人
・
遺
跡
な
ど
の
地
域
検

定
問
題
を
各
地
区
の
住
民
が
中
心

と
な
っ
て
作
成
し
、
そ
れ
を
地
域

お
こ
し
に
役
立
て
て
い
こ
う
と
い

う
企
画
で
す
。

こ
の
検
定
を
作
成
す
る
こ
と
に

よ
り
、
観
光
客
の
方
々
に
地
方
に

関
心
を
寄
せ
て
も
ら
い
、
観
光
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
目
的
で
す
が
、

そ
れ
と
同
時
に
住
民
自
身
が
自
分

の
住
む
町
を
学
び
直
す
こ
と
に
よ

り
自
然
と
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
展
開
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
住
民
が
中
心
と
な
っ
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た

だ
き
、
佐
川
町
の
検
定
問
題
を
一

緒
に
作
成
し
ま
せ
ん
か
？

○
日
時
　
５
月
２１
日
（
水
）

１０
時
〜
１５
時

○
集
合
場
所
　
旧
浜
口
家
住
宅

○
参
加
費
　
１，

０
０
０
円

（
昼
食
代
・
保
険
代
込
）

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

み
な
さ
ま
の

家
庭
や
職
場
、

地
域
社
会
な
ど

に
お
い
て
、
セ

ク
ハ
ラ
・
Ｄ
Ｖ

（
夫
や
恋
人
な

ど
か
ら
の
暴

力
）
・
い
じ
め
・
児
童
虐
待
な

ど
、
人
権
に
関
す
る
困
り
ご
と

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
人
権
擁

護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

○
日
時
　
６
月
５
日（
木
）

１０
時
〜
１５
時

○
場
所健康

福
祉
セ
ン
タ
ー
か
わ
せ
み

町
民
課

電
話
　
２
２
―
７
７
０
７

問 ○
そ
の
他

午
前
中
に
上
町
散
策
を
行
い

ま
す
の
で
、
歩
き
や
す
い
服
装

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

さ
か
わ
観
光
協
会

電
話
　
２
０
―
９
５
０
０

子育て支援センター

電話 ０８０－２９９７－６９５９

問
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高北国保病院 TEL 22-1166
FAX 22-7414

は
じ
め
ま
し
て
、
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医

科
大
学
病
院
か
ら
来
ま
し
た
大
石
大
輔

と
申
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
ず
っ
と
関
東
に
い
た
の
で

す
が
、
昨
年
１
年
間
は
北
九
州
、
４
月

か
ら
高
知
と
外
で
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

く
機
会
を
も
ら
い
、
新
し
い
刺
激
を
沢

山
受
け
て
い
ま
す
。

専
門
は
、
腎
臓
・
透
析
で
す
。
趣
味

で
は
２
月
に
北
九
州
で
初
マ
ラ
ソ
ン
を

完
走
し
、
５
月
に
は
中
岡
慎
太
郎
マ
ラ

ソ
ン
に
出
場
す
る
予
定
で
す
。

３
か
月
と
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
す

が
、
高
知
を
最
大
限
に
楽
し
も
う
と
思

い
ま
す
！
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大石　大輔先生

ドドドド
クククク
タタタタ
ーーーー
紹紹紹紹
介介介介

検
査
の
は
な
し
A〈

臨
床
検
査
科
〉

〜
血
液
検
査
の
よ
も
や
ま
話
〜

検
査
と
い
え
ば
、
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の
が

“血
液
検
査
”
と
い
う
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
採
血
す
る
時
の
こ
と
を

思
い
出
し
て
み
る
と
、
蓋
の
色
や
大
き
さ
が

違
う
容
器
に
血
液
を
採
っ
て
い
ま
す
ね
。
同

じ
血
液
で
も
、
測
定
す
る
項
目
に
よ
っ
て
そ

れ
ぞ
れ
容
器
が
違
い
ま
す
。

当
検
査
科
で
も
１５
種
類
以
上
の
容
器
が
準

備
さ
れ
て
い
ま
す
。

容
器
に
採
っ
た
血
液
は
、
そ
の
ま
ま
機
械

に
か
け
て
検
査
す
る
も
の
と
、「
遠
心
分
離
」

と
い
う
作
業
を
し
な
い
と
い
け
な
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
血
液
は
高
速
で
回
転
さ
せ
る
と
、

赤
い
部
分
（
血
球
）
と
黄
色
い
部
分
（
血
清
）

に
分
か
れ
ま
す
。
こ
の
黄
色
い
部
分
を
使
っ

て
、肝
臓
の
状
態
を
み
る
Ａ
Ｓ
Ｔ（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
）、

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）、
γ
│
Ｇ
Ｔ
Ｐ
や
高
脂

血
症
の
状
態
を
み
る
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
、

腎
臓
の
状
態
を
み
る
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
、
Ｂ
Ｕ

Ｎ
な
ど
を
測

り
ま
す
。

血
液
が
規
定
量
入
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、

何
ら
か
の
理
由
で
赤
血
球
が
壊
れ
て
、
本
来

黄
色
の
血
清
が
赤
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

固
ま
っ
て
は
い
け
な
い
の
に
固
ま
っ
て
し
ま

っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
検
査
に
不

適
な
検
体
で
は
正
し
い
結
果
が
得
ら
れ
な
い

の
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
採
り
直
し
を

お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

採
血
容
器
の
種
類
の
ほ
か
に
も
、
食
事
摂

取
の
有
無
や
採
血
時
間
な
ど
で
結
果
が
違
っ

て
く
る
検
査
も
あ
り
ま
す
。
痛
い
思
い
を
し

て
採
っ
た
血
液
が
、
診
療
に
役
立
つ
正
確
な

検
査
結
果
と
な
る
よ
う
に
適
切
な
処
理
を
し

て
い
ま
す
。

【
１
】
薬
剤
師

【
２
】
言
語
聴
覚
士

看
護
補
助

調
理
員

詳
細
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

事
務
局
　
総
務
管
理
係

問

職職職職

員員員員

募募募募

集集集集
！！！！

（
任
期
付
、非
常
勤
、臨
時
的
任
用
等
）

血液が固まったら、ぐる�

ぐる回して遠心分離�

血液が凝固するまで�

待ちます。�
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今年度の健診は、現在受付中で、４月１７日か

ら実施しています。

申込書などは、広報さかわ３月号と一緒に配布

済みです。

健診申込書に記入のうえ、病院受付に提出いた

だくか、郵送またはＦＡＸでお送りください。

※お申し込みの際に、保険証をご持参ください。

（郵送などの場合は、保険証の写しも一緒にお

送りください。）

間違い防止のため、電話でのお申し込みはでき

ません。ご迷惑をお掛けしますが、ご理解、ご協

力をお願いします。

料金や健診内容、健診申込書などについては、

病院受付でお尋ねください。

健診係問

平成26年度
人人人人間間間間ドドドドッッッックククク・・・・特特特特定定定定健健健健診診診診・・・・
ががががんんんん検検検検診診診診ににににつつつついいいいててててののののおおおお知知知知ららららせせせせ

高北国保病院 TEL 22-1166
FAX 22-7414

高北国保病院　@２２－１１６６

※当直（宿直・日直）の医師の診療科以外の患者様は診察できない場合があります。
また、診療科の患者様であっても症状により診察できない場合があります。

診療科目は変更になる場合があります。事前にお問い合わせください。

日曜日� 月曜日� 火曜日� 水曜日� 木曜日� 金曜日� 土曜日�

� � � � 1� 2� 3�

4� 5� 6� 7� 8� 9� 10�

11� 12� 13� 14� 15� 16� 17�

18� 19� 20� 21� 22� 23� 24�

25� 26 27 28 29 30� 31

�

整形外科�

内 科 �

整形外科�

内 科 �

�

�

産婦人科

内 科 �

産婦人科�

内 科 �
（日・宿直）�

内 科 �
（日・宿直）�

�

�

整形外科�

整形外科�

内 科 �

�

産婦人科

内 科 �

整形外科

整形外科�

内 科 �

内 科 �

内 科 �

産婦人科�

整形外科�

内 科 �

整形外科�

内 科 �

内 科 �

内 科 �

内科�

内科�

内科�

内科�

内科�
日�
宿�

日�
宿�

日�
宿�

日�
宿�

日（午後）�
宿�

日（午後）�
宿�

日（午後）�
宿�

日（午後）�
宿�

日（午後）�
宿�

清和病院　@２２－０３００

5月の町内の救急告示病院の休日･夜間の当直（宿直・日直）診療科のお知らせ
夜間・休日など緊急時の診察を受診される場合は、下の表を参考にしてください。
なお、医師の学会出張などにより当直診療科が変更となる場合がありますので、受診の際

は各病院に問い合わせのうえ受診するようにしてください。

日曜日・祝日 月曜日※ 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
内科または
外科または
精神科

内科または外科 精　神　科 外　　　科 内　　　科 内科または外科
内科
外科

日
宿

日（午後）
宿

小小小小児児児児科科科科のののの診診診診察察察察ををををししししてててていいいいまままますすすす
診察時間：毎週金曜日9:00～12:00

日本脳炎、ヒブワクチン、小児用

肺炎球菌ワクチン、ＢＣＧ等の予防

接種ができます。

詳しくは小児科外来までお問い合

わせください。

担当小児科医師中山将司

第第第第55557777回回回回 糖糖糖糖尿尿尿尿病病病病教教教教室室室室ののののごごごご案案案案内内内内
今月の糖尿病教室は「お薬を飲

むタイミングには訳がある」とい
うテーマです。

糖尿病に限らず、その薬にあっ
た効果的な飲み方を知りたい方は、
ぜひご参加してください。

◇日　時　５月８日（木） １４:００～

◇参加費　無料

◇場　所　高北国保病院３階大会議室

糖尿病外来問
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佐
川
も
の
づ
く
り
支
援
事
業
補
助
金

佐
川
町
で
は
、
地
域
の
活
性
化
と
地
場
産

業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
地
域
資
源
や
特
性

を
活
か
し
た
商
品
開
発
等
に
か
か
る
事
業
に

対
し
て
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付

す
る
制
度
を
設
け
ま
す
。

詳
し
く
は
、
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

１．

町
内
に
事
務
所
を
置
く
事
業
者
（
個
人

事
業
者
を
含
む
）
お
よ
び
町
内
を
活
動
拠

点
と
す
る
グ
ル
ー
プ
な
ら
び
に
任
意
団
体

２．

事
業
の
趣
旨
を
十
分
理
解
す
る
と
と
も

に
、
企
画
し
た
案
が
実
施
可
能
で
あ
る
こ

と
【
対
象
事
業
】

団
体
等
が
主
体
的
に
企
画
・
立
案
し
、
地

域
資
源
を
活
か
し
た
土
産
物
を
主
と
す
る
商

品
開
発
等

【
補
助
額
】

補
助
対
象
経
費
の
う
ち
１
品
あ
た
り
２５
万

円
を
限
度
と
し
て
交
付
し
、
１
団
体
あ
た
り

２
品
ま
で

【
申
請
方
法
】

◆
申
請
書
類
配
布
　
５
月
２
日
（
金
）

※
役
場
で
配
布
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
◆
申
請
受
付
開
始
　
５
月
２０
日
（
火
）

※
予
算
に
達
し
次
第
、
受
け
付
け
を
終
了
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

農
業
の
担
い
手
を
支
援
す
る

新
た
な
補
助
制
度
を
創
設
し
ま
す
！

（
佐
川
町
簡
易
・
小
規
模
等

レ
ン
タ
ル
ハ
ウ
ス
事
業
）

【
事
業
実
施
主
体
】

法
人
、
農
協
、
規
約
等
の
あ
る
任
意
団
体

（
集
落
営
農
組
織
等
）
等
の
農
業
団
体

【
補
助
条
件
】

右
記
農
業
団
体
が
、
農
業
の
担
い
手
（
認

定
農
業
者
・
認
定
就
農
者
・
新
規
就
農
者

等
）
の
規
模
拡
大
、
経
営
改
善
を
支
援
す
る

場
合

【
対
象
事
業
】

高
知
県
レ
ン
タ
ル
ハ
ウ
ス
整
備
事
業
で
対

象
と
な
ら
な
い
次
の
ハ
ウ
ス
整
備
を
事
業
実

施
主
体
が
整
備
し
、
農
業
の
担
い
手
に
貸
し

付
け
る
場
合
に
、
工
事
費
・
材
料
費
（
消
耗

品
を
除
く
）
を
補
助

・
５
ａ
未
満
の
小
規
模
ハ
ウ
ス

・
簡
易
差
し
込
み
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

・
堆
肥
施
設
ハ
ウ
ス

【
補
助
率
】
１
／
２
以
内

【
申
請
方
法
】

◆
申
請
書
配
布
日
　
５
月
２
日
（
金
）

※
役
場
で
配
布
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

◆
申
請
受
付
開
始
　
５
月
２０
日
（
火
）

※
予
算
に
達
し
次
第
、
受
け
付
け
を
終
了
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

産
業
建
設
課
　
農
林
商
工
係
　

電
話
　
２
２
―
７
７
０
８

問

佐
川
町
は「自

伐
型
林
業
」
を
支
援
し
ま
す

「
林
業
を
や
っ
て
み
た
い
方
」

「
林
業
に
興
味
が
あ
る
方
」

「
林
業
っ
て
ハ
ー
ド
ル
が
高
そ
う
で

今
ま
で
踏
み
出
せ
な
か
っ
た
方
」

そ
う
い
う
あ
な
た
、

自
伐
型
林
業
が
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。

佐
川
町
で
は
、
昨
年
１２
月
か
ら
町
民
を
対

象
に
自
伐
型
林
業
の
勉
強
会
を
開
催
し
て
き

ま
し
た
。

〈
そ
の
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
…
〉

（
山
林
を
所
有
し
て
い
て
）「
山
の
手
入
れ

を
行
っ
て
い
る
か
」
と
の
問
い
に
、「
何
も

し
て
い
な
い
」
と
答
え
た
方
が
半
数
以
上
で

し
た
。

ま
た
、「
今
後
自
分
の
山
を
ど
う
し
て
行

き
た
い
か
」
と
の
問
い
に
は
、
回
答
い
た
だ

産
業
建
設
課

農
林
商
工
係
か
ら
お
知
ら
せ

い
た
中
の
６
割
の
方
が
「
自
分
や
家
族
、
仲

間
で
手
入
れ
を
し
て
い
き
た
い
」
と
の
回
答

で
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、佐
川
町
は
「
自
伐
型

林
業
」
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
足
が
か

り
と
し
て
、本
年
度
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
主
体
と
し
て
、町
有
林
を
活
用
し
た
「
モ
デ

ル
山
林
」
の
運
営
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
本
町
で
は
今
年
度
、
小
規
模
・

低
コ
ス
ト
の
自
伐
型
林
業
に
取
り
組
ん
で
い

こ
う
と
す
る
一
般
の
方
を
応
援
し
て
い
く
仕

組
み
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
７
月
か
ら
は
一
般
の
方
を
募
集
し
、

３
月
ま
で
を
３
期
に
分
け
、
自
伐
林
家
を
養

成
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
準
備
し
て
い
き
ま

す
。

【
自
伐
型
林
業
】

自
ら
が
山
を
整
備
し
、
自
ら
が
収
入
を

得
る
自
立
型
経
営
の
林
業
。

◆
特
　
徴

・
参
入
が
容
易
で
、誰
も
が
参
画
で
き
ま
す
。

・
永
続
的
な
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
環
境
保
全
型
で
、元
気
な
森
を
つ
く
り
ま

す
。

・
副
業
、専
業
、ど
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
も
対

応
し
ま
す
。

・
森
の
多
面
的
利
用
で
、多
角
経
営
が
で
き

ま
す
。

・
中
山
間
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

詳
細
は
広
報
さ
か
わ
６
月
号
に
掲
載
し
ま

す
。
乞
う
ご
期
待
!!

▲林内作業車に木材を積み組む様子
（土佐の森・救援隊ブログから）
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さ
ら
な
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
に

収納管理課電話２２－７７０３問 役場では個別の事情は分かりません。納められない時はまずご相談を！
Ｈ
25
実
績
編皆さんの納付(納税)により町の行政が支えられています

港に春の活気 毛ガニ初水揚げ

３月２１日、常呂漁港で毛ガ二が初水揚げされまし
た。この日は海域に残っている流氷や強風による高波
のため、漁獲量はいつもの年より少なめ。漁業関係者
は「今後の漁に期待したい」と話していました。
春の味覚である毛ガニ漁は、７月ごろまで続く予定
です。

＜北海道 北見市＞

姉
妹
町
�

ところニュース

○内　容　ホームステイ・ボランティア・文化交流・学校体験・英語研修・地域見学・野外活動など

○派遣先　米国・英国・豪州・カナダ・サイパン・セブ・フィジー

○日　程　７月２５日（金）～８月１７日（日） ８～１８日間　※事業により異なる

○対　象　小３～高３

○参加費　２５～６５万円

○説明会　５月下旬　※入場無料・予約不要

○締　切　６月２日（月） および９日（月） ※事業により異なる

○問い合わせ・資料請求　公益財団法人　国際青少年研修協会
電話　０３－６４１７－９７２１

小学生～高校生のための夏休み海外派遣　参加者募集
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広告

防
災
行
政
無
線
戸
別

受
信
機
の
無
償
貸
し

出
し
に
つ
い
て

昨
年
度
行
っ
た
標
記
の
難
聴
地

区
対
策
事
業
に
つ
い
て
、
今
年
度

も
再
度
一
般
募
集
し
ま
す
。

貸
与
申
請
の
受
付
対
象
は
、
地

区
に
関
係
な
く
、
町
内
在
住
の
全

難
聴
世
帯
※
注
）
と
し
ま
す
。

「
募
集
案
内
」
及
び
「
貸
出
要

綱
」
等
は
全
世
帯
に
配
布
し
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
ご
覧

の
上
、
役
場
総
務
課
ま
で
申
請
を

し
て
下
さ
い
。（
１
世
帯
に
つ
き

１
台
ま
で
）

な
お
、
申
請
世
帯
数
が
予
算
上

限
に
達
し
た
場
合
に
は
、
受
付
順

と
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
貸
出

し
が
翌
年
度
以
降
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
下
さ
い
。

※
注
）
難
聴
世
帯
と
は
、
自
宅
の

外
で
あ
っ
て
も
放
送
内
容
が
聴

き
取
れ
な
い
世
帯
と
し
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
が
災
害
時
等
の

緊
急
情
報
を
確
実
に
把
握
し
、
安

否
確
認
や
初
期
救
助
活
動
が
迅
速

に
行
え
る
よ
う
、
１
組
織
に
つ
き

２
台
を
上
限
と
し
て
戸
別
受
信
機

自
主
防
災
組
織
の
皆
さ
ま
へ

一
般
世
帯
の
皆
さ
ま
へ

を
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
今
回
対
象
と
な

る
自
主
防
災
組
織
の
代
表
者
宅
に

案
内
文
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
ご
覧
の
う

え
、
申
請
を
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
今
回
設
置
の
対
象
は
、

今
ま
で
申
し
込
み
の
な
か
っ
た
組

織
及
び
新
規
設
立
し
た
組
織
と
い

た
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
上
記
の
一
般
募
集
世
帯
と
の
重

複
申
請
に
な
ら
な
い
よ
う
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

総
務
課

危
機
管
理
対
策
室

電
話
　
２
２
―
７
７
０
０

問

子
供
の
事
故
を
防
ご
う

５
月
に
入
り
、
子
供
た
ち
も
新

学
年
、
新
生
活
に
も
慣
れ
て
き
た

頃
。
気
温
も
上
が
り
、
ま
た
月
初

め
の
大
型
連
休
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
子
供
た
ち
も
外
で
元
気
に
遊

び
回
っ
て
い
る
事
で
し
ょ
う
。

こ
の
季
節
、
屋
外
で
の
怪
我
や

交
通
事
故
な
ど
危
険
も
増
え
て
き

ま
す
。
特
に
５
歳
以
下
の
子
ど
も

の
事
故
が
多
く
な
り
ま
す
。
乳
幼

児
は
危
険
に
対
す
る
認
識
が
乏
し

く
、
危
険
を
回
避
す
る
能
力
が
未

熟
で
す
。
家
族
な
ど
周
囲
の
人
が

事
前
に
危
険
を
取
り
除
く
こ
と

や
、
過
去
に
ど
の
よ
う
な
事
故
が

発
生
し
て
い
る
か
を
知
る
こ
と

で
、
重
大
な
事
故
か
ら
子
供
を
守

り
、
１
人
で
も
多
く
の
子
供
が
日

常
生
活
の
中
で
事
故
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

子
供
の
重
大
な
事
故
を

防
ぐ
た
め
に

子
供
の
事
故
で
大
事
故
に
な
り

や
す
い
の
は
【
転
倒
・
転
落
】

【
誤
飲
・
窒
息
】【
溺
水
】
で
す
。

ど
れ
も
大
人
が
ち
ょ
っ
と
し
た
危

険
に
注
意
《
高
所
へ
登
る
足
場
を

置
か
な
い
よ
う
に
す
る
》
《
乳
幼

児
の
手
の
届
く
場
所
に
小
さ
な
物

を
置
か
な
い
》
《
お
風
呂
場
・
水

場
の
近
く
で
は
目
を
離
さ
な
い
》

し
て
い
れ
ば
防
ぐ
事
が
可
能
で

す
。
大
切
な
子
供
を
危
険
か
ら
守

り
ま
し
ょ
う
。

◆
子
ど
も
の
具
合
が
悪
く
な
っ
た

け
れ
ど
、
受
診
し
た
ほ
う
が
い

い
の
？

『
こ
う
ち
こ
ど
も
救
急
ダ
イ
ヤ

ル
』
に
よ
る
医
療
相
談
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
看
護
師
が
電
話
で
相

談
に
お
応
え
し
ま
す
。

※
応
対
可
能
時
間
が
ご
ざ
い
ま

す
。
時
間
帯
を
確
認
の
上
電
話

し
て
下
さ
い
。

こ
う
ち
こ
ど
も
救
急
ダ
イ
ヤ
ル
　

♯
８
０
０
０
　

□
３
６
５
日
対
応
　

20
時
〜
翌
日
１
時

高
吾
北
消
防
本
部
（
署
）

電
話
　
２
６
│
２
１
１
１

問
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ドライバーサービス（引地）� 高齢者事故防止キャンペーン��
（サンプラザ越知店）�

出発式�

　交通安全協会は、悲惨な交通事故を防ぐため、運転免許保有者の皆様
からお納め頂いた会費を財源に様々な活動を展開しています。��
　その一つとして、新小学一年生へ黄色いランドセルカバーを贈呈して
います。��
　今年は、管内の小学校８校へ１４１枚贈呈しました。��
まだ通学路に慣れていないので、��
地域の皆様の温かい目で見守ってあげましょう。�

LINE(ライン)、GREE(グリー)、Mobage(モバゲー)、
Facebook(フェイスブック)、mixi(ミクシー)等々�
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町内の学校の紹介や活動をお
知らせします。
今月は佐川小学校。

心豊かに たくましく佐川町立佐川小学校
春を待ちかねた花々が咲くなか、保護者の方に手をひかれ、緊張の面持ちで入学した新１年生。
４９名のかわいい１年生と３名の転入生が加わり、分教室も含め本年度は、全校３６０名でスタート
しました。１年生は初めての小学校生活に胸ふくらませ、歩いての登下校や教室での学習、給食など
でとてもはりきった1週間を過ごしました。
またそれぞれ新しい学年に進級した子どもたちは、いろいろな希望を抱いてこの１週間を過ごしま
した。新しい友だちや担任との出会いを大切にしながら、この１年がんばってほしいと思います。
子どもたちの幸せのために、佐川小の教職員３８名も精一杯頑張りますので、本年度も町民の皆様
のご支援とご協力をよろしくお願いします。

高知県、及び佐川町教育行政方針を受け、地域の現状と児童の実態に立って方針の具現化を目指し
ます。そのために教育活動は「チーム佐川小」全教職員の協働の意識と組織力で行い、ふるさと佐川
を愛する児童を育てます。子どもを学校経営の中心に据え、教職員の信頼・協力・責任を前提に、学
校や学級が子どもたちにとっての居場所となる、やる気と思いやりの心を大切にした活力のある創造
的な教育を行います。

「主体的に学び、心豊かなたくましい児童の育成」

○進んで学習し、意欲的に活動する子
○思いやりがあり、生命を大切にする子
○ねばり強くがんばる子
○よく聞き、考えて行動する子
○明るい声で挨拶ができる子（いつでも、どこでも、だれにでも）

めざす子ども像

学校教育目標

経営の基本方針

ささささかかかかわわわわ学学学学校校校校だだだだよよよよりりりり



Hello everyone. How are you doing? I've got four months left in
Japan before I return to America, so I'm pretty busy these days.
I've got a ton of stuff that needs to be shipped home. 
皆さん、こんにちは。お元気ですか？後４ヶ月で帰国しますので最近本
当に忙しくなりました。実家に送らなければならない物が多いんです。
I'm going to visit my friend in Hikone, Shiga this weekend. I also

haven't seen my friend in about eight months. His son is now 1
year old so we're going to have a birthday party for him. 
今週末友達に会うために滋賀県の彦根市に行きます。友達に会うのは８
ヶ月ぶりです。友達の息子が１歳になってバースデーパーティーをします。
We'l l  a lso go see Hikone castle. I 've never been to Hikone

before, so I'm excited. 
彦根城に行く予定もあります。今まで彦根市に行ったことはありませんので、わくわく楽しみにして
います。
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■
２
つ
の
青
山
せ
い
ざ
ん

文
庫

４
月
５
日
に
、
佐
川
小
学
校
よ
り

上
町

う
え
ま
ち

に
移
転
さ
れ
た
名
教
館

め
い
こ
う
か
ん

が
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
も
う
み

な
さ
ん
は
ご
覧
に
な
ら
れ
ま
し
た
か
？

こ
の
建
物
の
玄
関
付
近
に
は
、
名
教

館
の
歴
史
や
佐
川
の
先
人
に
関
し
て
紹

介
す
る
パ
ネ
ル
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の

で
、
建
物
自
体
か
ら
歴
史
を
感
じ
ら
れ

る
だ
け
で
は
な
く
、
全
く
知
ら
な
い
人

で
も
、
パ
ネ
ル
を
読
ん
で
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

こ
の
名
教
館
の
オ
ー
プ
ン
は
、
旧
青

山
文
庫
、
旧
浜
口
家
住
宅
、
牧
野
富
太

郎
ふ
る
さ
と
館
に
続
く
第
４
弾
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
に
当
た
る
わ
け
で
す
が
、
こ

れ
で
国
指
定
の
重
要
文
化
財
の
竹
村
家

住
宅
や
司
牡
丹
の
工
場
の
た
た
ず
ま

い
、
青
源
寺
、
牧
野
公
園
な
ど
と
合
わ

せ
て
、
上
町
周
辺
の
エ
リ
ア
で
の
街
歩

き
が
充
実
し
ま
し
た
。
町
内
外
の
大
勢

の
方
々
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
、
青
山
文

庫
の
周
辺
も
よ
り
に
ぎ
や
か
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
。

た
だ
、
ち
ょ
っ
と
注
意
を
お
願
い
し

た
い
の
は
、
青
山
文
庫
が
２
つ
あ
る
と

い
う
事
で
す
。

先
ほ
ど
は
旧
青
山
文
庫
と
い
い
ま
し

た
が
、
こ
の
白
亜
の

洋
館
は
、
須
崎
警
察

署
佐
川
分
署
と
し
て

建
設
さ
れ
た
後
に
、
青
山
文
庫
（
戦
前

の
財
団
法
人
青
山
会
が
運
営
し
て
い
た

時
期
）
に
払
い
下
げ
ら
れ
、
青
山
文
庫

の
一
部
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
正
面
に
は
青
山
文
庫
と
表
記

さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
佐
川
町
立
青
山

文
庫
と
混
同
さ
れ
る
方
々
が
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。と
て
も
紛
ら
わ
し
い
の
で
、

気
持
ち
的
に
は
、
表
記
の
頭
に
「
旧
」

の
文
字
を
足
し
た
い
く
ら
い
で
す
が
、

文
化
財
で
あ
る
建
物
に
そ
ん
な
事
は
で

き
ま
せ
ん
。

特
に
、
旧
青
山
文
庫
で
イ
ベ
ン
ト
が

あ
る
際
に
は
間
違
っ
て
当
館
に
来
館
さ

れ
る
方
々
も
多
く
、
坂
を
あ
が
っ
て
来

ら
れ
て
疲
れ
て
い
る
先
方
に
「
こ
こ
は

違
う
ん
で
す
よ
…
」
と
お
伝
え
す
る
の

も
、な
か
な
か
気
が
引
け
る
も
の
で
す
。

ち
な
み
に
、
こ
の
旧
青
山
文
庫
は
、

昭
和
３８
年
に
青
山
文
庫
が
今
の
場
所
に

移
っ
て
か
ら
、
図
書
館
と
し
て
使
わ
れ

て
い
た
時
期
も
あ
り
、
そ
の
時
の
記
憶

が
鮮
明
な
方
に
は
今
で
も
こ
ち
ら
が
青

山
文
庫
で
す
し
、
上
郷

か
み
ご
う

に
移
さ
れ
て
民

具
館
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
時
期
も

あ
り
ま
す
。
実
は
、
現
在
の
名
前
は
佐

川
文
庫
庫
舎

こ
し
ゃ

と
い
い
ま
す
。

こ
こ
ま
で
読
ん
で
も
、
す
ら
っ
と
理

解
で
き
た
方
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
も
年
表
に
落
と
し
て
や
っ
と
理
解
で

き
た
く
ら
い
で
す
。
た
だ
、
こ
の
変
遷

に
つ
い
て
は
、
旧
青
山
文
庫
（
私
は
現

在
の
青
山
文
庫
の
職
員
な
の
で
あ
え
て

こ
う
呼
ん
で
い
ま
す
）
で
パ
ネ
ル
展
示

し
て
く
れ
て
い
ま
す
の
で
、
楽
し
く
な

っ
た
上
町
界
隈
を
散
歩
し
な
が
ら
、
２

つ
の
青
山
文
庫
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
、「
こ
れ
も
歴
史
の
一
コ
マ
な
ん
だ
」

と
、
佐
川
町
民
な
ら
で
は
の
楽
し
み
を

ぜ
ひ
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
青
山
文
庫
も
し
く
は
旧
青

山
文
庫
を
探
し
て
迷
っ
て
い
る
人
を
見

か
け
た
ら
、
優
し
く
案
内
し
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
藤
田
有
紀
）

青
山
文
庫
だ
よ
り

〈
展
示
案
内
〉

○
小
展
示
「
西
谷
文
庫
の
世
界
」

〜
６
月
２９
日（
日
）



14広報さかわ　Ｈ26.5

佐川町立図書館
〒789－1202 佐川町乙1862－1

電話･FAX ２０－０２０２

休館日のお知らせカレンダー
■は休館日です。ご注意ください。

【開館時間】
９：３０～１７：３０

【休館日】
月曜・祝日・蔵書整理日（月１回）・年末年始
5月のお休みは3・4・5・6・12・19・26・30です。

【貸出冊数】
大人　１人４冊　　　子ども　１人４冊

【貸出期間】
２週間
★利用の決まりは必ずお守りください。
★館内は飲食・喫煙禁止です。
★館内ではお静かにお過ごしくださいますよう
ご配慮お願いします。

5月

♪ 新　着　図　書 ♪
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☆お知らせ☆
■一般書■（一部紹介）
・山桜記 （葉室麟）
・怒り　　上下 （吉田修一）
・豆の上で眠る （湊かなえ）
・高峰秀子の言葉 （斎藤明美）
・美雪晴れ （高田郁）
・紅花染め秘帳 （平岩弓枝）
・蒼い炎 （羽生結弦）
・その手をにぎりたい （柚木麻子）

他多数

■絵本・児童書■（一部紹介）
・黒魔女さんがとおる！　　　（岩崎洋司）
・こぐまのくぅちゃん　　　　（あまんきみこ）
・ぼくらの体育祭　　　　　　（宗田理）
・ようちえんがばけますよ　　（内田麟太郎）
・きいているかいオルタ　　　（中川洋典)
・げんきにおよげこいのぼり　（今関麟太郎）
・よいしょ　　　　　　　　　（三浦太郎）

ほか多数

PICK UPPICK UP

蒼い炎
（羽生結弦・著/扶桑社・出版）

オリンピック・世界選手権共に

金メダリストの若きフィギュア

スケーター・羽生結弦の写真と

エッセイ集をお楽しみください。

おねがい
開館中、図書館に本を返すときは必ずカウ
ンターで職員に、本を返してください。

返却ポストをご利用いただく際には、県立図書
館以外の他館の本を間違えないようにお願いい
たします。

又、小学校・中学校・高校の学校図書館で借り
た本は、必ず借りた学校に返却されますようお
願いいたします。

5月の自動車文庫は

お休みです

次回は、6月7日です

5月17日（土）に
お話し会があります☆

10：30～11：00（0歳～5歳）

14：00～14：30（小学生）



15 広報さかわ　Ｈ26.5

まちの話題

入学おめでとう！

４月７日、町内の小・中学校９校で入学式が行わ
れました。写真は佐川小学校の新１年生。在校生や
保護者に見守られるなか、小学生の仲間入りをしま
した。

【平成２６年度の新入生】
佐川小学校（４９名） 斗賀野小学校（２４名）
尾川小学校（４名） 黒岩小学校（４名）
加茂小学校（１６名内佐川分８名）
佐川中学校（９２名） 尾川中学校（７名）
黒岩中学校（８名）
加茂中学校（２２名内佐川分１２名）

海津見保育園に感謝状

３月３１日、地域の子育て支援の拠点として、２０年間
にわたって子育て支援センターを運営していただいた
海津見保育園に対して、その功績を称えるとともに感
謝の意を表して、町長より感謝状が贈られました。
なお、４月からは子育て支援センターの運営は、健康

福祉センターかわせみで町が直営で行っています。

「土佐の食１グランプリ」
黒岩じるしが９位獲得！

～お花見期間中のイベント～

４月５日、６日の２日間、高知駅前などで「土佐
の食１グランプリ」が開催され、県内の１６市町村
から３９団体が参戦しました。佐川町の「黒岩じる
し」「野っぱら工房」「横畠冷菓」もエントリー。当
日は大勢の人でにぎわい、完売続出。中でも、黒岩
じるしの「紅ほっぺ苺ミルクプリン」が、会場での
人気投票で９位を獲得しました。

◆フェリアードボサノバコンサート
４月６日、県内外で高
い評価を得ている実力派
ボサノバユニット「フェ
リアード」のコンサート
が上町で行われました。
フェリアードとはポルト

ガル語で「休日」の意味で、いつ聴いても、どこ
で聴いても休日の気分でリラックスして欲しいと
いう意味が込められています。訪れたお客さんは、
リラックスして優しく響きわたる音楽を堪能して
いました。

◆お茶のおもてなし

お花見期間中、旧浜口家住宅ではお茶のおもて
なしがあり、地元の茶道教室に通う子ども達が、
訪れた人々にお接待をしてくれました。古民家な
らではの落ち着いた雰囲気の中、訪れた人は部屋
から見える景色やお茶を楽しんでいました。

学校美化に役立てて
４月７日、徳弘眞津

さん（荷稲）から佐川小
学校へ竹ぼうき３０本の
寄贈がありました。自宅
の山から切り出した竹
でご主人と竹ぼうきを
作製。竹ぼうきは子ども

たちの体格にあった大きさになっています。
在校生を代表して５年生の４名がほうきを受け取

り、「ありがとうございます。大切に使わせていただき
ます。」と話していました。
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８
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Information
@ 2 2 - 7 8 7 8

桜座 5月の予定

4月1日現在の予定です

月 日(曜日) 行事名 時間 入場料 備考

5 17（土） 大林幸二きまぐれコンサート 開場17：30
開演18：00 一般3,500円 詳細はエディターまで

TEL 20－0113

※幼児　3歳から入会できます。�
※4月1日から消費税増税に伴い、�
　授業料も改定しました。�

5

♪あなたの声を桜座へ♪
桜座では自主事業として、今年度も映画やコンサートを企画しています。
桜座に多くの方が来て、楽しんでもらえるような企画を今後も考えて行きたいと思いますので、多くの
方からの桜座への要望・ステージ企画どしどし提案してください。
「こんな映画が見たい」「こんな音楽が聞きたい」また
「桜座で発表会をしたい」「コンサートをしたい」など
なんでも結構です。桜座までご連絡ください。

連絡先
電話　22－7878 FAX 22－7888
E-mail sakuraza@town.sakawa.kochi.jp（月曜休館）

行政相談
日ごろの生活の中で、官公庁などの仕事に対し

て苦情や要望はありませんか。

行政相談委員は皆さまからの苦情や意見・要望

を受け、解決や実現のためのお手伝いをしていま

す。

相談は、無料で秘密は厳守されます。お気軽に

ご相談ください。

○相 談 日　5月26日（月）
○相談時間　１３：００～１５：００

○場　　所　役場東庁舎２階相談室

総務課 総務管財係 電話２２－７７００問

水水水水素素素素水水水水会会会会員員員員募募募募集集集集



＜およろこび＞
お誕生日 氏　名 性別 保護者 行政区

３月２３日 大山　春花
はるか

女 真司 弘岡

＜おくやみ＞
氏　名 享年（満） 行政区
渡邉　　笑 ８８ 室　原
山下　　博 ８８ 西山耕
篠原　 美 ９９ 九反田
北川　正知 ７７ 馬の原
片岡　助次 ９５ 下　郷
岡田　貞子 ９７ 本村東
前川　清正 ８０ 梅ノ木
山ì 藤江 ６９ 室　原
廣田　壽子 ９２ 桂
岡村　　結 １０２ 古　畑
中川千 惠 ８９ 本村東
西森　光子 ９０ 三　野

順不同・敬称略。
ご家族のお申込みにより掲載しています。
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ゴミ出しは、ゴミカレンダーをよく
確認してから出すようにしましょう。

空きびん返却にご協力ください。

ビールビンや一升ビンは購入店や酒屋
さんに返却をしましょう。

5555月月月月6666日日日日((((火火火火))))
（（（（振振振振替替替替休休休休日日日日））））はははは、、、、

ゴゴゴゴミミミミ収収収収集集集集ががががあああありりりりまままませせせせんんんん！！！！

今月の税

軽自動車税　定期分
納期限までに納めましょう

名名名名 教教教教 館館館館 オオオオ ーーーー ププププ ンンンン

４月５日、上町地区に移築中だった旧郷校「名教
館」の落成式典が行われました。佐川小学校の児童
も参加し、テープカットや記念講演などで名教館オ
ープンを祝いました。
建物は、玄関、展示スペース、広間に分かれ、展
示スペースでは、名教館の歴史や町が輩出した偉人
を紹介。正面玄関部分の木造の支柱や天井、梅鉢の
家紋は建築された１８３０年当時のものが使われて
います。

記念講演では、「MAKINO」を執筆した高知新聞
社竹内一氏が「牧野富太郎と名教館」と題して講演。
「牧野富太郎など多くの偉人を輩出したのは、名
教館に象徴される文教の歴史のたまもの。」と名教
館の重要性を解説。今後の活用についても「歴史を
大事に」と提言がありました。

佐川の文教のシンボルとして保存されてきた名教
館は、上町奥の土居上り口、旧浜口家住宅の向い側
にあります。
お近くにお越しの際は、ぜひお立ち寄りください。

ë
竹
内
さ
ん
に
よ
る

記
念
講
演
の
様
子


